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プログラムグランドデザイン
―各コミッショナーからの提言―
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　令和4年4月1日をもって日本連盟理事会等の
体制が変更され、スカウト、指導者の教育施策関
係については教育推進本部が担当することとなり
ました。教育推進本部は総コミッショナー、国際・
プログラム・AIS ※各コミッショナー、特命コミッシ
ョナー、ブロック統括コミッショナーにより編成さ
れ、一体的な教育施策の策定及び展開を担うこと
となりました。
　全体のプログラム推進の方向として、2017 年
の世界スカウト会議におけるスカウティングの使
命声明を受け、地域社会の関わりを重要な活動
のひとつとして位置付け、プログラムの開発に着
手いたしました。ビーバー、カブだけでなく、ボー
イ以上、指導者も含めて参加しやすい（ 誰もが参

加したいと思う）スカウト運動の確立を目指してい
ます。そのような意味からも、特に青年の参画に
力を入れてまいりました。
　一昨年、世界スカウト機構（ WOSM）が実施し
た GSAT（ グローバル・サポート・アセスメント・ツ

ール ）による指摘事項への対応・改善については、
国際コミッショナーの指導のもと、国際担当者連
絡会（ 各委員会による横断的な連絡会議として設置 ）

を中心に教育推進本部、各委員会によって取り組
みを行っています。
　青年の参画に向けて、全国各団の実情把握と
サポート計画の検討、そのためのデータ作成等は、

教育推進本部の直接取り扱う事項として特命コミ
ッショナーが推進しています。地域社会との関わり
を深め、本運動の社会的価値の向上を目指してい
ます。ローバー部門のプログラムにスカウトたち
が取り組みやすくするため、全国的なサポートの
ネットワーク、実施した活動を認証する仕組みの双
方を整備し、ローバースカウトの自発的な、専門性
の高い活動に対応できる体制を構築していきます。
また、ビーバーからベンチャーまでの各部門にお
いても進歩・進級課目を整理し、現代の実情に合
った隊運営、プログラム開発に着手しています。
　AIS については、AIS に関する世界方針の日本
版ともいえる「 指導者養成に関する指針 」をもと
に適切かつ現代的なサポートとトレーニングの仕
組み作りに着手しています。従来からの「加盟員」
という枠組みだけでなく、本運動を取り巻くあら
ゆる成人（ 地域の協力者等々）の役割や位置付け
を明確にし、さらに本運動への支援が得られるよ
う新登録制度の主旨を活かした協力体制の構築
に寄与していきます。
　これらの施策ついては、各委員会、教育推進本
部だけでなく全国県コミッショナー会議、各ブロ
ックでの県コミッショナー会議等においても十分
な協議をいただく体制を構築しつつあります。
　今後とも教育推進本部の事業実施にご支援、
ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

総コミッショナー
村田 禎章

※ AIS: Adults in Scouting…スカウト運動における成人の取り組みについて、人材の発掘から、資質の向上、活動の評価や組織運営等も
含めた「 ライフサイクル 」という概念を用いた、スカウト運動を支援する仕組み、またその考え方。
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　総コミッショナーから示されたいくつかの方針に則り、教育推進本部
会合での意見をもとに、プログラム委員会では各部門のプログラムを
現代の課題や環境変化に合わせて、見直しを進めております。特に今
年度は、ローバー部門を重点として取り組んでおり、スカウトに地域社
会や世界につながりを深めてもらうための支援として「 ローバーアカ
デミー」というネットワークの構築に着手しました。

　ボーイスカウト向けのプログラムに SDGs の要素を取り入れていく
具体的なヒント集を作成、また、カブスカウトの保護者向けの資料を
制作するなど、隊指導者の方々へ支援するツールの開発を行っており
ます。各部門の教育・活動の目標を見据えつつ、時代の変化に沿った
プログラムの内容や提供方法についても引き続き検討を進めてまい
ります。

プログラムコミッショナー
川瀬 政美

　今年度から、WOSM の AIS 世界方針に則り、AIS 委員会では、指
導者だけでなく、スカウトをとりまくすべての成人への支援を行うこと
を目的に、それが効果的に達成されるための訓練などを適切に行う方
策の検討を行っています。こうした成人への支援は、スカウトへの最適
なプログラムを提供することを目指しております。トレーニングの仕組
みづくりについて、内容や手法のほか、提供方法についても見直しを
行い、e- ラーニングや Web を活用したトレーニングシステムの導入

も検討しています。成人へのサポート体制について、時代に即した形
に見直すために、県コミッショナーとの連携も欠かせません。
　プログラム委員会が実施しております「ローバーアカデミー」は、ま
さに AIS 世界方針を受けて施策のひとつとして開始されたものであり
ます。組織内外の人々の人的ネットワークを構築して、AIS 委員会とプ
ログラム委員会が両輪となって、スカウトへの支援を引き続き、行って
まいりたいと考えております。

AIS コミッショナー
栗田 哲郎

　スカウティングは、世界の私たちの仲間が同じ基準で若者の未来を
形作る運動です。世の中が目まぐるしく変化する中、WOSM も常に
変化を求められ、その方向性を日本連盟が共有し、実行することが求
められております。WOSM が提唱する本運動において、「 青少年プロ
グラム方針 」、「 青少年参画方針 」、「 成人に関する世界方針 」、「セー
フ・フロム・ハーム世界方針 」といったものを基盤としてさまざまな取
り組みが採択されています。これらを含めて 13 のキーワード※があり

ますが、その中でも近年特に意識されているものは、「 社会との協同 」
の分野、「 人道的支援行動 」、「ガバナンス」を挙げることができると
いえます。指導者の皆様におかれましては、世界中の仲間がどういっ
た行動をしているか、より積極的に情報を集めて、この運動に参画する
子どもから大人までが、それぞれの成長を促す取り組みを行うことへ
のご尽力を賜りたいと願っております。

国際コミッショナー
松平 賴昌

※https://services.scout.org/about
※13のキーワード : Youth Programme, Youth Engagement, Adults In Scouting, Diversity & Inclusion, Better World Framework, Safe From Harm, Spiritual 
Development Moved Under Youth Programme, Scouting & Humanitarian Action, Global Support Assessment Tool (Gsat), Good Governance, 
Communications, Growth, External Relations
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ローバースカウト

日本連盟
• コミッショナー
• 外部ネットワーク
 （企業、他団体）
• アドバイザー

ミッションへの支援
プロジェクト支援

RSからのリクルート
RCJネットワークの活用の場

• コミッショナー
• 地域専門家（プロ、職人等）
• 外部ネットワーク
 （企業、他団体）
• OB・OG
• アドバイザー

各県連盟

ローバーアカデミー

隊長などの指導者・
アドバイザーが介在

　スカウト運 動 の 創 始 者 ベ ーデン‐パウエル
は、スカウトに宛てたラストメッセージに、“the 
real way to get happiness is by giving out 
happiness to other people.”（幸せを手に入れ
る本当の方法は、人に幸せを分け与えることである）

と書き残しています。スカウティングとは、自らを
律して他人に対する愛と奉仕ができる能力を身に
つけることです。スカウト教育の最終段階である
ローバースカウトの活動目標には、自己の確立・
運動への奉仕・社会貢献の実践について示されて
います。こうした経験を通じて、地域社会や国際
社会に貢献する人材となることを目指すものです。
　ローバースカウトの活動の本質として、やりたい
こと「needs: ニーズ 」ではなく、やらなければな
らないこと「 mission: ミッション」の発意につな
がってほしいとの思いから、さまざまな形でロー
バースカウトの社会貢献活動を支援する仕組みを
構築しています。それがローバーアカデミーです。
　ローバースカウトが活動や課題に取り組むとき、
時には専門的にかなり深く掘り下げる必要がある
こともあります。そのような場合、身近に専門家
がいなくても、日本中のローバースカウト隊・団と
繋がることでネットワークを構築し、多様な人材
がローバーリングを支援することにつながります。

各部門の青少年プログラムの取り組み
　各部門において、現代の課題や環境変化に合わせたプログラムの見直し作業を進めています。今号では、今年度プログラム委員会にお
いて検討してきた、カブスカウト部門の保護者に対する情報発信の提案のほか、ボーイスカウト部門、ローバースカウト部門の活動のヒン
トをご紹介します。

2022年度中に試行した公開セッションの様子

■ ローバーアカデミー【 ローバースカウト部門 】

　日本連盟では、全団調査の結果を、各部門の
実態把握やプログラムの施策提案に活用してい
ます。プログラム委員会では、全団調査の結果か
ら、登録人数により1 班のみで構成されるボーイ
隊が全体の約 40% を占めていることに着目し、
少人数でも実践できるスカウト活動の取り組み
について検証してきました。
　日ごろの班活動においてスカウトスキルを身
につけ、隊活動でそのスキルを発揮します。ボー
イ隊においても社会に奉仕できる能力、人生に
役立つ技能の体得につながる活動を展開するこ

とで、おのずと進級課目が履修できるような活動
の実践が求められます。
　この度、社会との連携、SDGs の達成、防災等
の世界課題への取り組みに着目し、全ての隊で
展開できる指導者向けの「 プログラムヒント集 」
を作成しました。指導者の皆さんに活用いただく
ほか、ボーイ隊の班長が主体的に活用して班集
会で実施することもできます。ヒント集は、ボー
イ隊向けに作成していますが、その要素は他の隊
でも活用できます。本資料は、日本連盟 Web サ
イトからダウンロードできるようになる予定です。

■ スカウトプログラムヒント集【 ボーイスカウト部門 】

ローバーアカデミーとは： スカウト支援のための人的ネットワーク
ローバースカウトのミッションをさまざまな形で支援する専門家・アドバイザー・コミッショナー・支援
者（RS の OB・OG）による、全国支援の人的ネットワーク。
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自分だけの
スクラップブックを作ろう！

ノートやメモ チケット 写真

シール 筆記用具

TICKET

カブブック

うさぎ �����

�����

市販のファイルに自分の活動した証を保管していくことで、スカウトの記録だけでなく、保護者を交えて成長を実感できる思い出の一冊に。

　日ごろの組や隊の活動で、カブブックやチャレ
ンジブックに記入するだけでなく、何かを調べた
記録や、自作や収集した作品など、多くの収集物
が手元に集まります。皆さんはスカウトの作品を
どのように保管していますか。家で披露するタイ
ミングがないとスカウトのハバザックの中で埋
もれていたり、家で保管しようにも作品をため続
ければものであふれてしまいます。進級や上進
の際など、いざ見返そうと思った時どこにあるの
かわからないという状況が往々にしてあるかと
思います。
　一方で、これらの作品はスカウトの成長の記
録。スカウトにしてみれば、数年前の自分を振り
返ることができる、保護者や指導者の皆さんに
とってはスカウトたちの成長を実感できる大切な
思い出です。カブブックでは管理しきれない配布
資料や自分の作品、時には写真など、スカウトの

進歩・成長の記録の管理の仕組みとして、「 スク
ラップブック」にまとめてみませんか。
　活動で作ったものや、観察で収集したものや
写真など、スカウトのそれまでの活動記録を見え
る化することで、保護者や指導者とのコミュニケ
ーションの促進や、スカウト自身が振り返りをす
るツールとして活用いただけます。
　自分だけのスクラップブックを作ることで、今
後のスカウト活動で大切な計画や報告をまとめ
ていく練習にもつながります。隊の中でのコミュ
ニケーションのきっかけとして、保護者の方にも
さらにスカウト活動のファンになっていただけた
らと思っています。
※スクラップブックは資料管理方法の一案であり、ス
カウト用品の販売はありません。市販のファイルなど
を使って各隊で自由に制作していただけます。

■ スクラップブック【 カブスカウト部門 】

説明会のご案内

　各部門の検討内容や
各種資料の活用のヒント
を、オンラインや対面で
情報発信しています。多
くの方のご参加をお待
ちしております。

　申し込み方法などは日本
連盟 Web サイトでご案内
します。

お宝発見 ! ボクのスクラップブック !!（カブ隊指導者・デンリーダーなど／オンライン説明会 ）

日時： 2023 年 3 月26 日（ 日 ） 19:00~20:30　方法： オンラインによる開催
テーマ： 活動の記録を楽しく保存するスクラップブックのねらいや実際の作り方・使い方

スカウトプログラムヒント集 活用説明会（ 隊指導者・プログラム委員など／オンライン説明会 ）

日時： 2023 年 3 月19 日（ 日 ） 19:00~20:30　方法： オンラインによる開催
テーマ： 環境や防災プログラムに役立つ内容を含むプログラムヒント集のねらいや詳しい活用法

ローバーアカデミー第 3 回公開セッション（ ローバースカウト・隊指導者など／オンライン併用 ）

日時： 2023 年 4 月15 日（ 土 ） 14:00~16:00　場所： 京都・京都テルサ
テーマ : ローバースカウト活動の指針や課題発見のヒントを各分野の専門家とセッション
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　スカウトの活動は、多くのさまざまな成人によって支えられています。しかし、スカウト活
動は指導者が全てを担っている、そう勘違いしていませんか ?
　皆さんの周りには、いろんな【 得意 】を持った地域の人々がいます。
　これまでも発信してきた成人の関わり方に、地域で活躍する人々、保護者やスカウト経験
者がつながる機会という視点を加えた、日本連盟における「スカウト活動を支える地域の関
わり方 」を説明します。

得意を持ち寄って
スカウトの活動を
支援します

AIS は “Adults in Scouting” の略で、「スカウト運動に携わるすべての成人」という意味なのね。
そして、AIS 世界方針は、その携わっていただける成人の方々を尊重して大事にするための考え方
と、そのための具体的な支援・指導と運営について、「こうやっていこう !」という方針のことなの。

支援・指導と運営については、下の図にある「 成人のライフサイクル 」が
わかりやすいので、一緒に見ていきましょう ! スエさん

そもそも AISって
何なんですか？

クロちゃん

手伝っていただけ
ませんか？

一緒に活動
しませんか？

成人のライフサイクル（ 世界方針 ）
相
談
・
協
力
依
頼

協力提案

支援依頼

勧 誘

奉仕提案

	■ スカウト活動を支える地域の関わり方

•	
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うーん、困ったなあ

地域の人々

こういうことなら得意ですよ。
何か手伝えることはありますか？

スカウトの保護者
スカウト経験者

ニーズ評価

任 命

期待する役割を伝え
双方で合意を得る

任期を決めて
加盟登録する

指導者の募集

双方の思いを
伝えて仲間に
誘う

勧誘と選考

加 入

受け入れ

実施・運用

判 断

相互の合意

任務遂行管理

退 任

トレーニング任務中の支援

採
用

任
務
遂
行

将
来
へ
の
判
断

評
価
期
間
（
表
彰
）

更 新 任務変更

何に困っているのか 何が足りないのか

P7で紹介して
います

地域の人たちに
相談するといいわよ。

全体を見ると大事なことが分かって、
もう一度見直してみる必要があるわね。

たくさんの人に支えられていることが分かったぞ !  
近くのあの人にも声をかけてみよう。
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　世界スカウト機構（WOSM）が提唱する AIS 世界方針（ Adults in Scouting World Policy）では、「スカウトの教育、成長のためには成人の関わりが
不可欠である」といっています。指導者がスカウトとともに活動をし、さらに研修や研鑚を重ねることで自分自身も成長し続けていくことが、スカウティン
グの世界共通のポリシーです。

No 課 程 期 数 期 間 場 所 申込締切日
1 BVS 第 47 期 9 月15日（ 金 ）〜 9 月18（ 月） 那須野営場（ 栃木県那須塩原市 ） 8 月10日（ 木 ）

2
C S

第 177 期 5 月4日（ 木 ）〜 5 月7日（日） 那須野営場（ 栃木県那須塩原市 ） 3 月24日（ 金 ）

3 第 178 期 9 月15日（ 金 ）〜 9 月18（ 月） 静原キャンプ場（ 京都府京都市 ） 8 月10日（ 木 ）

4
B S

第 205 期 5 月3日（ 水 ）〜 5 月7日（日） 新城 · 吉川野営場（ 愛知県新城市 ） 3 月24日（ 金 ）

5 第 206 期 5 月3日（ 水 ）〜 5 月7日（日） 布都美林間学校（ 岡山県赤磐市 ） 3 月24日（ 金 ）

6 第 207 期 11 月1日（ 水 ）〜 11 月5日（日） 兵庫県立嬉野台生涯教育センター（ 兵庫県加東市 ） 9 月22日（ 金 ）

7 V S 第 33 期 10 月5日（ 木 ）〜 10 月9日（ 月） 高萩スカウトフィールド（ 茨城県高萩市 ） 8 月25日（ 金 ）

隊指導者上級訓練（ ウッドバッジ実修所 ）

No 期 数 期 間 場 所 申込締切日
1 第 32 期 7 月15日（ 土 ）〜 7 月17日（ 月） 埼玉県県民活動総合センター（ 埼玉県北足立郡 ） 6 月9日（ 金 ）

2 第 33 期 11 月3日（ 金 ）〜 11 月5日（日） 新大阪ユースホステル（ 大阪府大阪市 ） 9 月22日（ 金 ）

3 第 34 期 11 月24日（ 金 ）〜 11 月26日（日） 福岡県立社会教育総合センター（ 福岡県糟屋郡 ） 10 月20日（ 金 ）

団指導者上級訓練（ 団委員実修所 ）

No 期 数 期 間 場 所 申込締切日
1 第 3 期 10 月4日（ 水 ）〜 10 月9日（ 月） キャンプおおさか（ 大阪府枚方市 ） 8 月25日（ 金 ）

ウッドクラフトコース

No 期 数 期 間 場 所
1 第 67 期 6 月21日（ 水 ）〜 6 月25日（日） 那須野営場（ 栃木県那須塩原市 ）

副リーダートレーナーコース

No 期 数 期 間 場 所
1 第 42 期 7 月5日（ 水 ）〜 7 月9日（日） 那須野営場（ 栃木県那須塩原市 ）

リーダートレーナーコース

※	令和 5 年度の県連盟開設コース（ウッドバッジ研修所、団委員研修所、コミッショナー研修 ）の予定は、日本連盟 Web サイトをご覧ください。

	 https://www.scout.or.jp/member/establishment_schedule2023/

ボーイスカウト講習会
　ボーイスカウト講習会は、スカウト活動に関わり始めた方やスカウト
から指導者へと進んだ方をはじめとして、スカウト運動に興味を持たれ
た方を広く対象として、県連盟が開設します。1 日の研修の中で、野外
でのハイキングやゲームなどを実際に体験して学んでいただく内容に
なっています。スカウトたちのために、仲間とともにボーイスカウト運
動の入り口に立ってみませんか。

基礎訓練（ ウッドバッジ研修所、団委員研修所 ）
上級訓練（ ウッドバッジ実修所、団委員実修所 ）
　隊や団の指導者の方には、活動を進めるためのさまざまな知識や
技能、心構えを修得するための研修があります。特に基礎訓練は、隊
や団の指導者に必須の研修であり、体験を通じて楽しい活動やスカウ
トの成長を促す活動を学びます。また、基礎訓練を修了し、一定の経
験を積んだ指導者に向けて、上級訓練を開設しています。スカウトの
活動のため、そして自分自身の成長のためにも、上級訓練を目指して
スカウトとともに活動していきましょう。

ウッドクラフトコース
　ボーイスカウト教育を効果的に進めるための場が、野外で行うキャ
ンプです。ウッドクラフトコースは、そのキャンプの醍醐味とスカウト
教育の本質を体得していただくための研修です。隊指導者上級訓練修
了者を対象にした 5 泊 6 日のキャンプ生活の中で、さまざまな野外活
動とプログラム展開を体験します。スカウト活動の醍醐味であるキャン
プの楽しさをスカウトに伝えられるよう、ぜひ研修にご参加ください。

コミッショナー研修（ ベーシックトレーニング、任務別研修 ）
　コミッショナーは、すべての指導者に支援を行うため、さまざまな研
修に取り組みます。社会の変化や実情に合わせた支援を行うため、コ
ミッショナーの訓練を見直しました。既存の訓練を修了した方も、新し
い時代に合わせたコミッショナーの訓練に取り組んでみてはいかがで
しょうか。

	■ スカウトの成長はあなたの研修から!!

	■ 令和５年度 日本連盟開設訓練コース予定一覧
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　スカウト運動の原点である「スカウトたちの声に耳を傾け、その意見をスカウト運動に反映させていく
こと」を実践し、「 青少年の意思決定への参画 」がより推進されることを願って開催した全国スカウトフ
ォーラム。今回、オンラインで事前集会を実施後、対面でフォーラムを開催し、企画から運営までローバ
ースカウト年代の運営委員が中心となって展開しました。

報 告 第24回  全国スカウトフォーラム

■期　間	 事前集会／2022年12月17日（土）17:00〜19:30（オンライン）
	 フォーラム／2022年12月24日（土）〜26日（月） 
■会　場	 川崎市青少年の家
■テーマ	 新しい100年に向けてスカウトは何をすべきか

■参加者	 県連盟代表  41県連盟ベンチャースカウト41人
■スタッフ	 全国スカウトフォーラム運営委員 10人、日本連盟プログラム委員 5人
■協　力	 関口 昌幸 氏（神奈川県・横浜市政策局共創推進課）　事前集会での基調講

演、フォーラム当日のグループワークを担当

　事前集会のオンライン基調講演で、地域課題の解決に向け
た取り組みを聞いたスカウトたちは、その深堀り方法や、普段
の活動で起こりうる課題に対する原因追究や解決に対するプ
ロセスについて体験しました。

　前半は、各グループの代表者による県フォーラムの発表をワ
ールドカフェスタイルで行い、各県での取り組み、地域ごとの
状況や課題を共有しました。
　その後、フォーラムテーマについて 6 つのグループで分科会
を実施し、そこから得られた課題とその解決方法を整理しまし
た。グループの代表から議長団を選出して、翌日の全体会を準
備する傍ら、2 年前の世界スカウトユースフォーラムに参加した
スカウトから、当時の様子やローバーの活動の面白さ、広がり
について話を聞きました。

　最終日は全体会を開き、フォーラム宣言の採択に向けて全
員で討議しました。宣言は、議長団議長より、川瀬プログラム
コミッショナーへ手渡されました。

1 日目 開会式、グループワーク

2 日目 県フォーラム発表、分科会、世界フォーラム報告

3 日目 全体会［ 宣言採択 ］、閉会式

　全国スカウトフォーラムは、選出された代表が集まり2 年に1 度開催
される、一握りのスカウトしか参加できない場所です。その貴重な経験
を最高のものにするために、代表スカウトにどんなことを学んでほしいか、
どうしたら有意義な時間になるかを約 4 か月かけて計画してきました。
　本フォーラムは、全国から集まったローバースカウトが運営しており、
10 数人という限られた人数のローバースカウトしか経験することが出
来ません。今回参加した代表スカウトが、将来そのチャンスを掴んでく
れることを願います。
　末筆ながら、各県連盟代表ベンチャースカウト、運営委員とそれを裏

で支えてくださった日本連盟プログラム委員と事務局の皆様、そして、それを可能にしてく
ださった各県連盟の皆様、全ての方々に感謝申し上げます。

運営委員長

荒田 恭平
東京連盟
八王子第12団

■ フォーラム運営委員長のことば

　今回のスカウトフォーラムでは、全国一律で実施
するアクションプランはその場では採択せず、スカウ
トの所属する県連盟や地区、団などそれぞれの地域
でフォーラムでの検討事項を具現化した活動につな
げていくことを願い、参加者全員で「 スカウトフォー
ラム宣言 」として採択しました。フォーラム実施後の
1 月から、早速全国でアフターフォーラムが開催され
ています。

「時代とともに変化する課題」を
解決するうえで、活動の目的を明確化しよう

■ スカウトフォーラム宣言

https://www.scout.or.jp/member/24sf/

　採択した「 スカウトフォーラム宣言 」の説明資料、フォーラム概要報告などは、日本連盟 Web サイトに掲載しています。
実施報告書も代表スカウト宛に発送後、掲載する予定です。当日の様子の写真も含めて、ぜひご覧ください。
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実行委員長よりあいさつ
　皆さんは「 ネ 」と聞いて何を思い浮かべるでしょうか ?  ネッカチ
ーフを思い浮かべたあなたは……  少し外の空気を吸ってリフレッシ
ュしたほうがいいかもしれません。さて、ローバースカウトの皆さん。
今回は oVice（ オヴィス ）というバーチャル空間ツールを使用してオ
ンラインで開催します。社会課題に目を向け、意見を交わし合う討議
プログラムはもちろんのこと、友情というネットワークを広げるため
の交流プログラムも用意しています。ウィズコロナの取り組みが進み、
全国の仲間たちと対面で会える機会がこれから増えていく前に、仲間
を作っておきませんか ?  また、プログラムの一つとして、プロジェクト
アイデアコンテストを行います。皆さんとバーチャル空間で会えるこ
とを楽しみにしています。令和4年度の活動を RCJ フォーラムで締め
くくりましょう !

愛知連盟　名古屋第 12 団　佐野 佑樹

プロジェクトアイデアコンテストについて
　RCJ フォーラム2022 内にて、全国のローバースカウトが考案した

「 プロジェクト企画書 」を募集し、優秀な企画をコンテスト形式で表
彰します。
　また、専門分野の知識を持つ社会人の方々から、応募者全員がフィ
ードバックをいただくことができる機会とします。

　当事業は、近年のローバースカウトの課題である、社会との繋がり
に欠ける点を打開するべく発案されました。内向きになってしまいが
ちなローバースカウト活動の社会的価値を向上させたいという想い
があります。「社会からの視点」でプロジェクトの企画を評価していた
だくため、企画そのものが持つ「社会への貢献度」を重視した評価基
準を設ける予定です。
　多くのローバースカウトの実活動に繋がる機会になることを期待し
ています。

RCJ フォーラム 2022 の詳細は、
特設 Web サイトをチェック !
要項、申込もこちらから

https://rcjweb.jp/rcjforum2022

指導者の皆さまへ
以下はローバースカウトに向けて制作された、今年度の RCJ フォーラム2022 の記事です。ぜひ
ご一読いただくとともに、所属されている団、地区、県連盟のローバースカウトへ、RCJ フォーラ
ム2022についての周知・拡散を宜しくお願いいたします。
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　今年度で 3 年目となる「 ボーイスカウトとあそぼう !  ワクワク自然体験あそび 」は、年間を通じて実施できるようになったこともあり、
46 県連盟から、多くの開催のエントリーを受けています。ビーバースカウト、カブスカウトの新規加盟登録者数も少しずつではありますが
増加傾向であり、この事業を含めた多くの団の取り組みによりこの運動の主旨を地域へ普及することと、新規加盟員への誘いに一定の効
果が表れ始めました。

■ 実施会場数と参加した子どもの数／ビーバースカウト、カブスカウトの新規加盟登録者数

※2022年度は全て1月31日現在

2020年度 2021年度 2022年度

ビーバースカウトの
新規加盟登録者数 3,777人 4,345人 4,461人+568 人 +116 人

カブスカウトの
新規加盟登録者数 1,523人 2,042人 2,272人+519 人 +230 人

参加児童数 11,753人 6,366人 10,469人
（申込者数）

会 場 数 512 会場 328 会場 776 会場

　「ボーイスカウトとあそぼう ! ワ
クワク自然体験あそび」は、2023
年度も日本連盟の継続事業として
実施します。また、本年度（ 2022

年度 ）より年間を通じて実施でき
るようになりましたので、年度をま
たいでの募集も可能となりました。
エントリーシステムも、皆さまの声
を反映するよう機能追加を行って、
より使いやすくなります。ご期待く
ださい。

■	 今後のスケジュール

❶	 県連盟向け説明会 2023 年 3 月 5 日（ 日 ）同じ内容で 2 回説明会を行います。
	 第 1 回  10:30 〜 11:30 ／ 第 2 回  13:30 〜 14:30

❷	 追加される機能（ 予定 ）
	 ①事業登録で指定した定員に達すると、自動で申込み停止となります。
	 ②募集開始日時を指定できます。（ 未指定の場合は、事業登録時に募集を開始します ）
	 ③事業の申込者全員に一斉メールを送信する機能を追加します。
	 ④事業登録内容の変更依頼フォームを追加します。

❸	 エントリーシステム停止（ お知らせ ）
	 メンテナンスのため以下の期間エントリーシステムを停止します。
	 2023 年 3 月 30 日（ 木 ）9:00 〜 4 月 1 日（ 土 ）9:00
	 ※詳しくはワクワク自然体験あそびインフォメーション2 号をご覧ください。
	 scout.or.jp/member/wakuwakustaff2022/

2023 年度

ワクワク自然体験あそびのお知らせ
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■ ワクワク自然体験あそび事例

広島県連盟呉地区

「サバイバル 火起こし体験」
日時／令和 4 年 10月30日（日）10:00 ～ 12:00
場所／呉市野外活動センター（つつじヶ丘キャンプ場 ）
参加人数／ 14 人（ 対象 小学校 4 年～ 6 年生 ）
内容／スカウトのキャンプサイト見学、火起こし体験、カートンドック作り

事例 2

　カブスカウトと参加者でグループを作り、スカウト流のキャンプサイ
ト見学、火起こし体験、カートンドックの調理と試食を行いました。
　①キャンプサイトの見学は、指導者とスカウトが説明を行い、スカ
ウトが作った三脚テーブルを紹介しながら、スカウトになるとできるよ
うになることをアピールしました。最後にスカウトからロープで手作
りしたキーホルダーがプレゼントされ、参加者は喜んでいました。キ
ャンプサイトには、色々なキャンプグッズもおいてあり、保護者の興味
を引いていました。キャンプブームもあり保護者の関心も高いと感じ
ました。
　②火起こし体験は、マッチ、マグネシウムファイアスタータ、舞切り式
火起こし器の体験を行いました。参加者や保護者の多くは初めての
体験だったようで、好評でした。対象年齢により少し高度なプログラ
ムも可能で、スカウトの野営技能の一端をみせるよい機会になります。
　③カートンドック作りは、ドックパンに千切りキャベツやソーセージ
をはさんでアルミホイルで包み、牛乳パックに入れて着火するだけの
調理でできるため、簡単でおいしいと保護者から好評でした。
　カブスカウトと参加者が、同じグループでプログラムに挑戦したり、
カートンドックを作って一緒に食べるたりすることで、スカウト活動に
興味を持ってもらうきっかけになっていると思います。

　スタッフで開会式を行った後、参加者のプログラムがスタートしま
した。ボーイ隊のスカウトとビーバー隊の保護者で受付をし、団のア
ットホームな雰囲気が感じられました。小さな団ですが、団全体で参
加者を迎えようとする雰囲気が伝わってきます。
　スカウトが指導しながらツイストパンの生地をこね、棒に巻いて焼
いていきます。手軽なプログラムですが、参加者にとっては楽しい体
験となりました。
　広島地区では、全ての団のワクワク自然体験あそびを盛り上げよう
と、各会場には地区全ての団の隊集会の予定や集会概要、育成会費
など必要経費に関する情報などをまとめて配付しています。また、参
加者アンケートはＱＲコードを読み取るスタイルで、回答は地区の組
織拡充委員会で取りまとめて団へフィードバックする仕組みのため、
団の負担軽減につながっています。

広島県連盟広島地区 広島第 8 団

「やってみよう 見てみよう」
日時／令和 4 年 10月30日（日）10:00 ～ 12:00
場所／谷の百合幼稚園
参加人数／ 13 人（ 対象 小学校 1 年～ 3 年生 ）
内容／学年別に分かれてツイストパン作り

事例 1

2023
No.754

311

ワクワク自然体験あそび



　プロジェクト期間は終了しまし
たが、全国のスカウトの取り組み
は継続しています。期間終了から
2か月経過した1 月末時点で、参
加人数は4.7万人、ごみの総数は
420 万個を突破しました。仲間
たちの日日の善行は続いていま
す。引き続き、それぞれの地域で
自分なりのプラごみバスターズ
大作戦を続けてください。

　スカウト、指導者や保護者、この活動に賛同した地域の皆さんによ
り、全国各地でプラごみバスターズ大作戦が実施されました。今年の
取り組みはごみ拾い SNS アプリ「ピリカ」を活用して、拾ったごみの
場所や数、取り組んだ人数を集計。特設サイトからは一般の方々、地
域へも情報発信してきました。全国各地で大活躍のプラごみバスタ
ーズたちに、たくさんの「 ありがとう」が届いています。

	■ 全国各地のバスターズにありがとうを
　世界スカウト機構（WOSM）では、Web サイトで各国のスカウト・
指導者の SDGs の取り組みを紹介しています。今回のプロジェクトで
は、「ピリカ」などデジタルツールを通じて拾ったごみの数や参加人
数などの各種データを WOSM へ報告し、世界中の仲間たちとシェア
します。#scouts4sdgs、あるいは #earthtribe として、これからも
取り組みを進めていきます。

	■ 世界のスカウトへ取り組みをシェア

スカウトの日  〜プラごみバスターズ大作戦〜
2022 年度

2022年7月11日（月）〜11月7日（月）／ 集中実施日 9月19日（月・祝）
■主 催	 公益財団法人ボーイスカウト日本連盟
■協 賛	 一般財団法人セブン - イレブン記念財団

■協 力	 株式会社セブン - イレブン・ジャパン
■後 援	 文部科学省、厚生労働省、環境省

	拾ったごみの総数	 2,082,950個

	 参加のべ人数	 38,411人
	 ※ 2022年11月7日プロジェクト終了期間までのデータ

“Japanese Scouts clear 2M+ 
pieces of plastic waste”
世界スカウト財団（WSF）において、日
本のスカウトの取り組みとして紹介されて
います。

プラごみバスターズ大作戦の活動は継続中
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　2022 年 12 月 7 日（ 水 ）〜 9 日（ 金 ）の 3 日間、持続可能な社会
の実現に向けた環境展示会「 エコプロ」に出展し、プラごみバスター
ズ大作戦について紹介しました。エコプロは毎年 12 月に東京で開催
されていて、エコな製品やサービスを一般向けに展示・紹介していま
す。当ブースでは小中学生を中心に、3日間で約1,000人の来場者に
私たちの活動を知っていただくことができました。

	■ 環境展示会「エコプロ」に出展
　スカウトの日は、持続可能な開発目標を実現するためにスカウト自
らが取り組む活動や、地域と一緒に行う活動を含みます。防災や環境
保護、募金活動など多様な取り組みが各地で行われています。

	■ 多様な社会奉仕活動を今年も展開

⚫	 プラごみバスターズ大作戦のパネル展示
⚫	 プラごみバスターズ大作戦の教材展示・配布
⚫	 ごみ拾い SNS「ピリカ」の使用方法の紹介
⚫	 ペットボトルキャップアップサイクル品の展示
⚫	 ワークショップ : キャップコースター作り

2022 年 9 月に150 の団が取り組んだアップサイクルチャレンジで集まった
ペットボトルのキャップが、SDGs ホイールバッジに生まれ変わって、全国の
スカウトたちに届けられました。活動の機会に着用してください !

プラごみバスターズ大作戦
特設サイト

https://plagomi.
scout.or.jp/

今年のプラごみバスターズ
大作戦の取り組みを
まとめた動画を公開中
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　日本のスカウト運動も、昨年は、「日本連盟創
立１００周年」という記念すべき年を迎えました。
振り返って見れば、私自身が中学時代にスカウ
ト隊に入隊したのは、戦後日本が未だ米国の占
領下にあった１９５０（昭和25）年のことで、今か
ら７２年前になります。当時は一般には掲揚を許
されなかった日章旗をスカウトたちが掲げて、正
月の皇居前広場を行進した光景は、日本が占領
下ながらも、戦禍の中から立ち上がったことを実
感させるものでした。

　私のスカウト時代を通じての最も深い思い出
は、世界のスカウト運動創始５０周年を記念して
１９５７（昭和32）年に英国で開催されたジュビリ
ージャンボリーに参加する機会を与えられたこと
で、私にとってはこれが広く世界に目を開く貴重
な契機となりました。当時は、海外への旅行は
夢の中の夢だった時代で、学校や書物で学んだ
世界を自分の目で確かめる機会を得て、大きな
期待に胸を膨らませたことを記憶しています。

　旅の体験を書いた日記が見当たらないので、
曖昧な記憶を辿れば、エアフランスのプロペラ
機で羽田を飛び立ったのは１９５７年の７月１５日
だったと思います。南廻りで１０か所程の地で給
油を繰り返し、５０時間以上をかけてようやく最
初の訪問地のローマに辿り着くという今では想
像もできない長旅で、ローマとパリを見学した
後、英国での最初のキャンプ地のギルウェルパ
ークに入ったのは日本を出て１週間後でした。ジ
ャンボリー会場は、バーミンガム近郊のサットン
パークというロンドンから汽車で３〜４時間の所
で、緩い起伏が連なる見通しの良い草地の会
場一杯に無数のテントが立ち並ぶ光景に圧倒さ

れました。アジア、アフリカ諸国の多くが未だ独
立する前で、参加国数こそ最近のジャンボリー
の半分程でしたが、植民地を含めて世界各地か
ら３万５千人を超えるスカウトがこの地に集結し
ました。閉会式で全員が大営火を囲んで手を繋
ぎ、別れを惜しんで繰り返した「蛍の光」の大
合唱は、世界中のスカウトとの連帯を強く肌で感
じた瞬間でした。

　帰路は、英国内で数日のホームステイの後、
１０日程をかけてスイス、ドイツ、デンマークを廻
ってジャンボリー会場で知り合ったばかりの各国
のスカウトを訪ねて交流し、就航直後の北極回
りの便で帰国しました。スイスでは、カンダ―シ
ュテックの国際スカウトセンターを拠点に各地の
スカウトを訪ねましたが、当時人口５百万程の連
邦国家で州毎に言語も文化も大きく異なるこの
国が、独立、自主、中立の理念の下に連帯し
て長きに亘って平和と繁栄を維持してきた生き
ざまに身近に触れて深い感銘を受け、国家や民
族といった問題について関心を抱くことになりま
した。世界ジャンボリー参加を中心とした１月半
の欧州訪問は、外交の道への志を高める貴重
な契機となり、その４年後の１９６１（昭和36）年
夏には、外務省の語学研修のため再びドイツの
地を踏むことになります。

　日本のスカウトが１００周年を祝った２０２２（令
和4）年は、世界が大きな危機を迎えた年でも
あります。過去２回の大戦を想起させるような国
家間の大規模な戦争が、冷戦中も平和秩序が
維持されて来た欧州の地で再び勃発したことは、
世界に大きな衝撃を与えました。政治、経済、
エネルギー、食料等多くの分野で、既存の国

際秩序は挑戦に曝され、世界中が供給不足や、
物価高騰に脅かされました。地球温暖化が加速
し、世界各地で洪水、旱

かん

魃
ばつ

、突風、山火事な
どの自然災害が一気に拡がったのも昨年は特に
顕著でした。各国の国内社会でも、ＳＮＳなど情
報化の急速な進展の結果、人々が、自分と同じ
立場に立つ意見のみを受け容れ、他の意見や
情報に耳を閉ざすようになったことで、利害や意
見を異にするグループ間での対話や妥協が困難
となって社会の分断が進みつつあることが懸念
されるようになりました。

　こうした昨今の時勢の中で、立場や意見を異
にする他者との意思疎通の円滑化や、異文化
間の相互理解を深めることは益々重要となって
います。野外での集団生活の中で、仲間と生
身のコミュニケーションを取りつつ協調すること
で、他者への配慮、異なる意見への理解と妥
協、集団の中での自分の立ち位置や役割への
自覚、責任感など社会生活を行う上で不可欠な
資質を、自然な形で子どもたちに身につけさせ
るスカウト教育の重要性が再認識されます。ま
た、現在世界が直面する地球規模の問題の解
決には、世界中の人々が問題意識を共有し、解
決に向けて世論を盛り上げて協力して行くこと
が肝要ですが、この点でも世界に５千７百万の
同胞を擁するスカウト活動のネットワークには大
きな役割が期待されます。２３ＷＳＪのテーマとも
なった「和」という言葉は、「平和」「調和」「協
調」「連帯」「和平」など幅広い意味を有する
含蓄のある言葉で、スカウト運動の目指すところ
を一文字で言い表すのに最適といえますが、今
日世界が直面する諸問題に対処する上でもキー
ワードとなる言葉かと考えます。

ボーイスカウト日本連盟１００周年に寄せて
日本連盟先達、久米美術館 館長、元ドイツ駐箚特命全権大使　久米 邦貞

１００周年を迎えたボーイスカウトの歴史の中で印象的な出来事を、日本連盟の先達に伺いました。３号にわたりご紹介し てきた記事は、今回が最終回です。先達のお話からスカウト活動の歩みを学び、これからのスカウティングの励みとしていただければ幸いです。

先達に学ぶ、ボーイスカウト日本 連盟100周年
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　私は1935（昭和10）年生まれの87才のボー
イスカウトです。身体障がい者1級の体で頑張
っています。ボーイスカウトに入隊したのが終戦
後、1949（昭和24）年の新制中学校2年生の
時でした。家の近くの小学校の先生がボーイス
カウトに入らないかと誘ってくれたのですが、親
が薦めたのか自分の意志で入ったのか、はっき
りした覚えはありません。しかし、当時のボーイ
スカウトは米国進駐軍と関係があり、入隊すれ
ば “チューインガムやチョコレート等がもらえるか
もしれない”という思いはありました。そして「海
草第1隊」という団に入団しましたが、制服はな
く、ネッカチーフの代わりに風呂敷を首に巻いて
いました。キャンプ用品も少なく、テントも小さく
2人用でした。しかし当時は、自然に恵まれ、海
へ山へと行き、また受験戦争の無い時代だった
ので、毎日十分スカウティングを楽しむことがで
きました。そして入団して2年後の1951（昭和
26）年、高校1年生の時に米国進駐軍の協力に
より、オーストリアで開催される第7回世界ジャ
ンボリーに各県から1人参加させてくれるという
ことになりました。当時は東京へ行くのもままな
らない時代だったので、外国へ行けるとは現在
の宇宙旅行並みでした。ただし、各県から3人
を選び、その内から1人を日本連盟が東京で選
ぶということでした。和歌山で3人選ぶのに米国
進駐軍の厳しいテストを受け、3人のうちの1人
として選ばれ、各新聞に私の名前が載り大騒ぎ
になりました。
　ところが、その後、何の音沙汰もなく1ヶ月程
過ぎてから日本連盟より国際状況の変化と米国
進駐軍の都合により、各県1人が全国で1人に
なったという連絡があり、県単位でも大変なテス
トだったのにどんなテストになるのかなと心配し

ていました。その後、日本連盟から、大阪の上
島真一郎さんが参加することになりましたという
連絡があっただけでした。
　40年後、私が日本連盟野営行事委員長に就
任した折、当時、財政委員長だった上島さんに
お尋ねしたのですが、「君が行け」と言われ、三
島総長と参加しました、と話されました。
　その後、シニアー、ローバーと上進し、1966
（昭和41）年に30才で団委員長となり、1981
（昭和56）年に46才で全国最年少の理事長にな
りました。日本連盟の役員は、計35年、次の
とおり務めさせていただきました。
•	1981（昭和	56	）年~	 日本連盟	評議員4年
•	1985（昭和	60	）年~	 〃	 中央審議会
議員13年

•	1997（平成	9	）年~	 〃	 評議員7年
•	2004（平成	16	）年~	 〃	 理事3年
•	2008（平成	20	）年~	 〃	 副理事長8年
•	その他、野営行事委員長 6年、名誉会議
	 議長 7年

　さて、天皇陛下との関わりですが、1982（昭
和57）年3月に県警察本部の友人から「お前、
何をしたんだ、警察が徹底的に調べているぞ」
と言われたのですが、何も思いつくことがありま
せんでした。実は、8月に宮城県で行われる第
8回日本ジャンボリーで当時の浩宮殿下がキャン
プサイトの視察をされるご案内を約1時間、私が
することに決定していたためだったのです。1時
間という長い時間、殿下は親しく私のお相手を
してくださりいろいろなお話をしてくださいました。
殿下がこのジャンボリーでテント泊を初めてなさ
り、その後、東宮御所での富士スカウト顕彰を
始めてくださったのです。私は、担当の野営行

74年のボーイスカウト活動
日本連盟顧問・先達、和歌山連盟連盟長　山本 一郎

１００周年を迎えたボーイスカウトの歴史の中で印象的な出来事を、日本連盟の先達に伺いました。３号にわたりご紹介し てきた記事は、今回が最終回です。先達のお話からスカウト活動の歩みを学び、これからのスカウティングの励みとしていただければ幸いです。

先達に学ぶ、ボーイスカウト日本 連盟100周年

事委員長として、代表スカウトを毎年3月に引率
しました。また、2013（平成25）年から3年間
は、日本連盟代表としてご挨拶させていただきま
した。天皇陛下は、驚くべきことに、毎回、富
士スカウト表敬訪問の代表47人の一人ずつに
必ずお声をかけられるのです。
　そして、2019（令和元）年11月に京都御所
で開催された天皇陛下即位記念の「茶会」にお
招きいただき、お帰りになる際に私に気づかれ、
私のところへおいでくださり、皇后陛下をご紹介
くださるという栄誉を賜りました。
　73年間のスカウト活動を振り返ると、世界ジ
ャンボリーに4回、日本ジャンボリーに15回、シ
ニアー（ベンチャー）大会は4回、アグーナリーも
4回参加させていただき、心から感謝申しあげま
す。ボーイスカウトのお陰ですばらしい人生を過
ごさせていただいたと思っています。

出典： 日刊油業報知「HELLO」（2022年12月20日発行）
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Ȁ北海道】
長 岡 　 正 彦
高 野 　 ひ と み
鴨 下 　 泰 久
三 国 　 久 介
斉 藤 　 　 満
北 野 　 義 城
Ȁ青森】
根 岸 　 英 樹
千 代 谷 　 典 明
Ȁ岩手】
奥 田 　 耕 一
上 總 　 　 隼
Ȁ宮城】
横 澤 　 　 繁
郷 家 　 照 夫
Ȁ山形】
鈴 木 　 雅 寿
Ȁ福島】
高 橋 　 文 郎
丹 治 　 直 人
Ȁ茨城】
柳 町 　 　 徹
杉 浦 　 一 弘
関 彰 商 事 ㈱
Ȁ栃木】
田 名 網 　 学
Ȁ群馬】
中 曽 根 　 秀
小 倉 　 豊 人
碓 井 　 健 文
渡 辺 　 　 保
藤 井 　 春 俊
Ȁ埼玉】
大 野 　 真 理
宇 田 川 　 充

松 田 　 一 寿
澤 江 　 万 利 子
新 山 　 勝 広
水 野 　 正 一
高 橋 　 義 人
西 　 　 信 隆
町 田 　 嘉 宏
山 田 　 進 一
藤 倉 　 幸 親
山 﨑 　 雅 弘
草 間 　 明 浩
井 上 　 久 雄
武 藤 　 　 敦
田 島 　 　 勝
B S 上 尾 9
Ȁ千葉】
田 中 　 　 斉
福 田 　 令 子
根 本 　 孝 英
豊 城 　 邦 彦
石 津 　 雅 之
伊 藤 　 芳 績
鵜 澤 　 弘 明
若 生 　 義 行
木 村 　 政 夫
小 野 寺 　 克 文
B S 習 志 野 2
Ȁ神奈川】
栗 田 　 哲 郎
尾 田 　 修 一
清 水 　 　 裕
前 川 　 裕 一
若 松 　 滋 俊
河 口 　 友 喜
中 島 　 良 介
大 沼 　 真 理

市 川 　 達 也
吉 村 　 　 敏
(宗) 寒 川 神 社
Ȁ山梨】
西 野 　 　 一
新 井 　 誉 夫
和 田 　 勝 久
藤 原 　 　 進
甲府3 BPクラブ
Ȁ東京】
熊 谷 　 　 淳
枝 迫 　 七 海
肥 沼 　 裕 史
荒 木 　 孝 誠
石 田 　 　 汎
大 野 　 忠 正
柳 　 　 重 久
永 島 　 啓 介
滝 島 　 光 男
岡 田 　 勇 一 郎
渡 部 　 直 樹
久 米 　 邦 貞
別 役 　 重 久
谷 　 　 裕 文
榊 原 　 友 樹
松 永 　 伸 治
指 田 　 守 昭
阿 南 　 博 之
市 野 　 洋 一
當 麻 　 好 教
小 島 　 明 子
鈴 木 　 友 子
羽 田 　 大 三
上 中 　 義 男
栗 田 　 泰 雄
真 山 　 明 夫

北 野 　 祐 子
堀 　 　 秀 之
大 岡 　 直 行
林 　 理 生
古 川 　 久 生
渡 邊 　 博 隆
柳 　 　 久 之
大 久 保 　 秀 人
粕 谷 　 彌 太 郎
小 川 　 雅 郎
冨 山 　 和 暉
中 田 　 　 昇
小 町 　 美 彌 子
海 老 沼 　 崇
㈲ 以 心 伝 心
Ȁ石川】
馳 川 　 尚 基
Ȁ福井】
大 刀 　 隆 雄
前 田 　 健 一
髙 見 　 和 宏
㈲ エ ス エ ス デ
Ȁ長野】
出 田 　 京 子
犬 飼 　 康 元
Ȁ岐阜】
佐 々 木 　 慶 一
Ȁ静岡】
杉 山 　 邦 宏
芹 澤 　 秀 樹
北 川 　 和 也
Ȁ愛知】
今 荘 　 哲 拡
浅 井 　 美 由 紀
酒 井 　 文 一 郎
鈴 木 　 直 樹

坂 　 　 安 太
菅 野 谷 　 俊 英
鈴 木 　 市 男
宮 野 　 澄 夫
鶴 田 　 恵 造
鈴 木 　 利 幸
鈴 木 　 新 悟
岩 月 　 幸 雄
栗 本 　 雅 仁
岡 谷 　 篤 一
南 部 　 将 也
小 坂 　 元 信
小 塚 　 敦 司
森 　 　 裕 史
小 出 　 直 基
水 野 　 義 久
喜 多 　 順 一
斉 藤 　 茂 美
瀧 本 　 泰 博
二 橋 　 一 彦
加 藤 　 洋 江
森 　 　 彰 康
岡 谷 鋼 機 ㈱
Ȁ三重】
柴 田 　 伸 彦
小 石 川 　 巧 史
森 　 　 尚 美
正 木 　 靖 宏
Ȁ滋賀】
伴 　 　 忠 信
田 中 　 隆 弘
峙 　 　 信 治
Ȁ京都】
堀 内 　 克 美
城 戸 　 瑛 士
城 戸 　 綾 子

樫 原 　 　 良
川 西 　 通 夫
細 木 　 　 博
Ȁ兵庫】
石 﨑 　 義 教
犬 伏 　 健 人
桝 田 　 真 喜 夫
花 岡 　 　 豊
花 岡 　 香 俐
水 谷 　 光 明
堤 　 正
徳 永 　 博 昭
後 藤 　 美 枝 子
亀 井 　 昌 一
横 山 　 裕 司
丸 山 　 慎 介
戸 井 　 政 仁
戸 井 　 美 都 子
堤 　 正
南 波 　 芳 樹
田 中 　 い づ み
Ȁ奈良】
宮 脇 　 誠 一
八 頭 司 　 昭 久
森 田 　 良 輔
Ȁ和歌山】
小 畑 　 　 淳
BS和歌山連盟

紀北地区協議会
Ȁ大阪】
中 野 　 　 光
柴 崎 　 　 實
平 　 　 喜 人
桝 野 　 成 人
赤 塚 　 勝 已
伊 東 　 徹 二

山 本 　 高 久
雷 　 康 二 郎
篠 原 　 克 明
谷 井 　 俊 彦
阿 江 　 敏 行
太 田 　 　 伸
大 阪 ガ ス ㈱
ダイキン工業㈱
阪 急 電 鉄 ㈱
Ȁ鳥取】
中 尾 　 圭 介
松 田 　 一 三
Ȁ島根】
米 山 　 　 靖
小 川 　 喜 多 男
福 庭 　 義 明
河 角 　 隆 治
Ȁ岡山】
廣 田 　 　 裕
Ȁ広島】
時 田 　 昌 明
山 下 　 満 芳
広島陵北

ロータリークラブ
Ȁ山口】
友 田 　 宏 幸
濱 野 　 亜 希 子
Ȁ徳島】
廣 瀬 　 民 義
楠 本 　 育 生
Ȁ愛媛】
山 川 　 智 三 郎
木 村 　 勇 士
横 井 　 寿 子
横 井 　 隆 司
三 浦 　 弥 生

三 谷 　 幸 正
垣 添 　 国 博
松 井 　 　 隆
山 本 　 展 正
森 川 　 　 厚
Ȁ福岡】
吉 岡 　 秀 挙
浦 田 　 健 司
小 田 　 房 江
阿 津 坂 　 秀 人
藤 　 　 玄 洋
青 谷 　 麻 紀 子
熊 本 　 幸 雄
沖 本 　 義 昭
横 山 　 大 輔
BS福岡15育成会
Ȁ長崎】
西 嶋 　 太 郎
Ȁ熊本】
岩 元 　 明 治
岡 本 　 光 昭
連 川 　 貞 弘
久 保 田 　 健 嗣
Ȁ大分】
真 田 　 康 広
麻 生 　 英 二
御 手 洗 　 朋 宏
内 田 　 日 出 男
大 村 　 直 樹
㈱大分住宅研究室
Ȁ鹿児島】
岡 積 　 弘 幸
松 林 　 大 生
Ȁ沖縄】
稲 嶺 　 惠 一
仲 嶺 　 眞 情

里 平 　 秀 彰
Ȁ日本】
水 野 　 正 人
出 田 　 行 徳
大 久 保 　 秀 人
松 本 　 　 仁
河 合 　 孝 俊
第一生命

ホールディングス㈱
パシフィックヴィジョン㈱
鴻巣水曜

ロータリークラブ
サントリー

ホールディングス㈱
つくば学園

ロータリークラブ
柳井西

ロータリークラブ
B S 犬 上 1
大和ハウス工業㈱
HARVEY PAUL A.S.
下関北

ロータリークラブ
トヨタ自動車㈱
みずほ
フィナンシャルグループ

明治ホールディングス㈱
中 外 製 薬 ㈱
㈱三菱UFJ銀行
㈱三井住友
フィナンシャルグループ

ボーイスカウト日本連盟創立 100 周年記念募金にご寄付をいただいた方

Web ページには、UNHCR 協会が作成している難民理解のための資料や、集められた衣料が難民キャンプに届くまでの動画などを
公開しています。本プロジェクトへの参加を通して、スカウトたちが「 難民 」や「 国際情勢 」について学ぶ機会となるよう活用ください。

※プロジェクトの Web ページはこちら   https://www.scout.or.jp/member/support_for_refugees/

春のキャンペーン
期間： 3 月 1 日（ 水 ）から5 月 31 日（ 水 ）   ※店舗への持ち込みは 4 月 1 日（ 土 ）から

参加方法
	1	 日本連盟 Web サイト内、プロジェクトのページ（ ※ ）より参加申込をお願いします。
	2	 Web ページ上にある「 お届書 」を作成し、最寄りのユニクロ店舗へ連絡を取っていただき持

ち込み日の調整をお願いします。
	3	 実施後は、Web ページから実施報告をお願いします。その際に活動写真を合わせてお送りく

ださい。後日、参加全員にユニクロからの感謝カードをお送りします。

難民支援衣料回収プロジェクト
春のキャンペーン（3 月 1 日～ 5 月 31 日 ）開催中
　ボーイスカウトはユニクロと連携し、衣料回収による難民支援プロジェクトに取り組んでいます。難民キャンプでは特に子ども服が不足
していることから、2016年にこの取り組みをスタートし、これまでに12万着以上の服を回収して難民支援に繋げてきました。昨年は全国
で約 1,700 人にご参加いただき、2 万 8 千着以上の服を集めることができました。
　今年もこの事業を継続しますので、衣料の回収と持ち込みにぜひご協力ください。

“ 未来を創る青少年の育成をご一緒に ” 100 周年記念募金は 3 月 31 日まで!

これまでにご寄付いただいた方を、順次掲載しています。引き続き、3月末まで申し込みを受け付けています。詳しくは、Web サイトをご覧ください。
https://www.scout.or.jp/member/100th_anniversary-bokin/
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日 程	 2023（ 令和 5）年 5 月27 日（土）〜28 日（日）
会 場	 岡山県岡山市
	 ❶	 岡山シンフォニーホール［ 開会式・表彰式 ］
		  北区表町1丁目5-1

	 ❷	 ホテルグランヴィア岡山［ 交歓会 ］
		  北区駅元町1-5

	 ❸	 イオンモール岡山  おかやま未来ホール
	      ［ スカウティングエキスポ ］
	 ❹	 諸会議［ 会場調整中 ］

テ ー マ	 晴れの国おかやまから、新しい一歩。
	 —地域と共に歩み、社会課題の解決に貢献するスカウティングを目指して—

参 加 者	 どなたでも参加できます
	 ❶	 ボーイスカウト指導者・役職員（ 隊長、団委員長、地区コミッショナーの参加
		  を期待します）
	 ❷	 ローバースカウト、スカウトの保護者、育成会員、スカウトクラブ会員等
	 ❸	 行政関係者、他団体関係者
	 ❹	 一般市民、県内の青少年、その他

参 加 費	 3,000 円［ 資料及び記念品代含む ］（ 予定 ）

	 ※スカウティングエキスポは、一般向けに無料開放します

交歓会費	 10,000 円（ 予定 ）

主な日程	 5 月 27 日（ 土 ）	 午後	 開会式、全体フォーラム、表彰式他、県連盟代表者会議、
				    全国県コミッショナー会議、RCJ 総会
			   夕	 交歓会
	 5 月 28 日（ 日 ）	 午前	 全国スカウト教育会議［= テーマ集会 ］
	 5 月 27 日（ 土 ）〜28 日（ 日 ）  スカウティングエキスポ［ 展示、体験コーナー他 ］

※	 大会日程に合わせて、岡山市内の児童を対象に「こども体験まつり」（ エキ
スポ内 ）「 市内ポイントラリー」（28 日のみ ）を開催予定

信仰奨 励

信仰奨励小委員会  服部 行彦

「自由」と「ちかい」と
「おきて」

　「 ちかい 」と「 おきて 」のことで、ひとり
のスカウトがつぶやきました。『「ちかい」と

「 おきて 」には何か自由がないみたい。も
っと自由でいいと思う。』
　そこで、皆で自由について話し合い、自
由だと思える人や事柄を挙げてもらいまし
た。ロープを自由に操る隊長　ギターを自
由に弾けていろんな曲がひける　スケボ
ーでいろんな技ができてかっこいい　など、
こんな自由がほしいね、自由って楽しいね
と盛りあがったところで、さらに考えてみる
ことに。ロープワークを自由にできる隊長
はロープの結び方を無視してやっていただ
ろうか ?  ギターを自由に弾ける人は勝手
気ままに鳴らしていただろうか ? スケボー
の名手はどうだろう ?  と。

　そうして話すうちに、自由にできる人た
ちはみな、その「 手順 」「 決まりごと」「 ル
ール」をちゃんと守り、そのうえで自由だか
らかっこいいのだということに気づきまし
た。結び方を守っているから素早く間違い
なくできる、ギターはコード進行をきちん
と押さえているのでかっこいい、スケボー
も重心移動や回転などがちゃんとコントロ
ールできているのです。
　自由なスカウトとしての行動は、その基
本である「 ちかい 」と「 おきて 」をきちん
と身につけていることです。大事なことは、
ロープワークも手旗も、普段の班活動での
練習であり、それが身につくことで隊活動
での競い合いの中で勝利につながり、自由
やかっこよさが後からついてくるものです。

　ベーデン-パウエルのラストメッセージは
『 幸福に生き、「 そなえよつねに」を忘れず、
大人になってもいつもスカウトのちかいと
おきてを守ってください。そうすれば神さ
まはきっとお守りくださるでしょう。』とい
う言葉で終わっています。これこそ B-P が
示してくれた「信仰」です。「ちかい」と「お
きて 」を実践することで、自由にスカウト
活動ができるよう神様が守ってくれると信
じて行動することが大切です。「ちかい」と

「 おきて 」が守れること、それは確実に信
仰が育まれていると考えられるのです。

全国大会
2023（令和5）年度

開催概要
　全国大会は、社会への本運動の理解を広めるとともに、加盟員の研鑽の場、本連盟と参加
者の双方からの情報交換の場として開催します。参加者が全国の多くの仲間と触れ合うこと
によって、本運動に関わっている喜びを実感し、意義を分かち合い、また、日本連盟や都道府
県連盟の報告や展示、年次表彰のほか、全国の指導者によるスカウト運動推進に向けた各種
研修、情報交換や懇親の場を設け、幅広くスカウト関係者からの意見・要望を聞くことで、さ
らに開かれた教育運動を目指していきます。また、スカウト関係者のみならず、地域の多く
の方が参加できる全国大会を目指します。

開催趣旨

主 催	 公益財団法人ボーイスカウト日本連盟

開 催 連 盟	 日本ボーイスカウト岡山連盟

後 援	 岡山県、岡山県教育委員会、岡山市、岡山市教育委員会
	 山陽新聞社、OHK 岡山放送、RSK 山陽放送

協 力	 一般財団法人岡山県ボーイスカウト振興財団　
	 （ 予定 ）公益社団法人おかやま観光コンベンション協会

（ 予 定 ）
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キヤノン株式会社 社内報

　キヤノンの社内報に「ボーイスカウト日本連盟創立
100 周年記念式典 」の記事が掲載されました。キヤノ
ン株式会社の会長でもある、ボーイスカウト日本連盟
の御手洗冨士夫総裁が、全国から集まったスカウトの
代表団を前に挨拶された様子などが紹介されました。
　また、記事にも書かれていますが、以前キヤノンには、

ボーイスカウトが 2 団（ 東京都大田区と茨城県取手市 ）と、
ガールスカウトが 1 団（ 大田区 ）ありました。
　当時は、「 職域スカウト隊 」と呼ばれる、企業におけ
るボーイスカウト団が結成され、勤労青少年の生活指
導や人格形成、協調性や指導力の養成などを目的に、
多くの企業でボーイスカウト運動が行われていました。

茨 城 職域スカウト隊
牛久第1団　栁町 徹

スカウトの夢
　将来を担うスカウトたちの「 夢 」は、ボーイスカウト運動に
とって、これからの 100 年に向けた貴重な財産です。全国の
スカウトから寄せられた、ボーイスカウトの楽しいところや将
来の夢を紹介します。
　スカウトたちの「 夢 」を、皆で応援しましょう！
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千葉日報（2022.12.14）

　スカウト100 年史を県及び千葉県内全市町に贈呈し、県庁教育委員
会で贈呈式が行われた際には、浅尾教育振興部長に執筆者の鈴木國夫
先達から目録が手渡されました。

千 葉 新聞掲載「 千葉日報 」
千葉県連盟維持財団、千葉県連盟　名誉会議議員　
菊地 康介

　岩手連盟盛岡第５団カブ隊副長の庄司健さ
んが、青年海外協力隊派遣で地元紙の岩手日
報に掲載されましたので紹介します。
　庄司さんは、以前にも青年海外協力隊とし

てボリビアに派遣されましたが、新型コロナウ
イルス感染症拡大の影響で２０２０年に活動し
ていた隊員が一斉帰国しました。各国の水際
対策の緩和などを受け、今回再派遣されます。

岩 手 新聞掲載「 岩手日報 」
岩手連盟 事務局

岩手日報（2023.1.5）
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内閣府ホームページ【内閣府交通安全対策担当（交通安全教育教材）ホームページ】https://www8.cao.go.jp/koutu/kyouiku/index.html をご参照ください。

Q 「 自転車安全利用五則 」は、
どのような内容ですか ?

基本的な五則は、A
❶	車道が原則、左側を通行　歩道は例外、歩行者を優先

❷	交差点では信号と一時停止を守って、安全運転

❸	夜間はライトを点灯

❹	飲酒運転は禁止

❺	ヘルメットを着用

Q 自転車に乗る前の
点検・整備のポイントは ?

点検・整備のポイントは、ボーイスカウト安全ハンドブックに掲載されてい
ます。合言葉は「 ぶたはしゃべる」です。

A
	ブレーキ  ブレーキはよく効くか ?ぶ

反射材  反射材は光をよく反射するか ?は

車体  車体（フレーム ）に損傷はないか ?しゃ

ベル  ベルやブザーは鳴るか ?べる

タイヤ  タイヤに適度な空気が入っているか ?た

■ 野外活動のための安心・安全講座

安全な自転車利用のために……
　「 自転車の安全利用の促進について 」（ 令和 4 年 11 月1 日、中央交通安全対策会議交通対策本
部決定 ）において、「 自転車安全利用五則 」が、次のとおり改定されています。自転車は、道路
交通法上の「 軽車両 」となり、車の「 仲間 」になります。したがって、車と同じように自転車を運
転する人が守らなければならない交通ルールがあります。

　自転車を利用した活動も次第に増えるかと思われますが、最近の
自転車事故の事例からすれば、交差点での一時停止やヘルメットの
着用といったルールが守られていれば、事故を未然に防いだり、被害
の軽減を図ることができたかもしれません。
　その他、スマホを使用しながら運転する等の危険な「 ながら運転 」
をしないこと、「 自転車損害賠償責任保険（ 自転車保険 ）」への加入を
すること等も必要です。
　以上を念頭に置き、くれぐれも安全運転に務めて、スカウト活動を
楽しんでください。

最近の自転車事故の事例
　最近の実際の事例としましては、スカウトが自宅から自転車で活動
へ向かう途中で、信号の無い交差点で自動車と接触する事故がありま
した。フロントガラスに打ちつけられ、大きく飛ばされた結果、身体の
随所を打撲し通院することになりました。通院期間は一週間にも満た
なかったのですが、後遺障害が認められ後遺障害共済金が支払われ
ています。

自転車博士

チャレンジ章 技能章
自転車章
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Ȁ北海道】
北 　 　 秀 継
喜 多 　 英 司
三 国 　 久 介
高 橋 　 　 明
B S 苫 小 牧 2
BS北海道連盟

理事会一同
Ȁ青森】
鈴 木 　 嘉 昭
Ȁ岩手】
山 崎 　 義 勝
諏 訪 神 社
㈱ 元 持
日東自動車工業㈱
Ȁ宮城】
郷 家 　 照 夫
千 田 　 好 男
松 岡 　 健 美
菅 野 　 五 郎
橋 浦 　 　 寛
和 田 　 剛 和
荒 井 　 嘉 光
日 下 　 　 清
㈱ ご ん き や
メナード化粧品花京院

ラベンダー ゆっぽ店
Ȁ秋田】
佐 々 木 　 恵 一
川 尻 　 孝 紀
中 川 　 猛 夫
渡 部 　 訓 之
田 村 　 広 美
Ȁ山形】
土 田 　 純 平
齋 藤 　 　 勉
Ȁ福島】
五 十 嵐 　 康 善
Ȁ茨城】
井 澤 　 敏 雄
青 木 　 正 志
西 嶋 　 由 貴 子
久 保 　 勝 男
鈴 木 　 君 枝
Ȁ栃木】
中 臣 　 正 範
Ȁ群馬】
原 　 　 義 裕
夏 目 　 　 正
清 水 　 賢 次
高 松 　 富 雄
渡 辺 　 　 保
永 谷 　 玉 江
Ȁ埼玉】
岡 田 　 良 一
星 谷 　 光 市 郎
武 藤 　 　 敦
亀 井 　 　 實
中 村 　 　 哲

斎 藤 　 政 之
山 崎 　 芳 廣
寺 田 　 昌 哉
草 間 　 明 浩
安 藤 　 政 子
岩 田 　 　 宏
黒 澤 　 岳 博
小 川 　 岩 夫
諸 橋 　 康 二
若 松 　 広 司
B S 久 喜 1
B S 桶 川 1
B S 川 口 1 9
B S さ い た ま 1
BSさいたま10育成会
BSさいたま201
BSさいたま205
BSさいたま220
Ȁ千葉】
髙 橋 　 昭 二
木 村 　 政 夫
森 屋 　 　 啓
谷 﨑 　 久 志
栄 　 千 鶴 子
田 岡 　 邦 子
最 首 　 守 雄
片 寄 　 　 朗
伊 藤 　 　 知
鵜 澤 　 弘 明
脇 本 　 直 哉
小 林 　 恒 行
小 西 　 章 夫
井 上 　 美 恵
太 田 　 大 州
杉 山 　 智 基
BS松戸8育成会
Ȁ神奈川】
鈴 木 　 令 子
水 野 　 英 明
高 野 　 新 平
木 村 　 耕 三
大 村 　 貞 雄
須 藤 　 守 之
本 間 　 俊 三
瀬 戸 　 清 規
太 田 　 　 勉
遠 藤 　 直 樹
菅 原 　 信 浩
柳 下 　 裕 明
境 　 　 紳 隆
中 鶴 　 英 昭
足 立 　 和 郎
前 島 　 正 彰
B S 海 老 名 3
BS伊勢原2  河口 友喜
B S 横 浜 1 0
B S 横 浜 4 3
B S 横 浜 7 4

Ȁ山梨】
小 倉 　 恵 一
松 木 　 淳 一
三 井 　 啓 一 郎
Ȁ東京】
吉 村 　 利 信
安 西 　 美 勝
平 山 　 　 充
渡 邊 　 博 隆
柳 　 　 久 之
村 井 　 　 博
守 安 　 信 介
井 垣 　 光 弘
唐 橋 　 　 聡
花 淵 　 修 一
中 井 　 正 生
荒 川 　 善 彦
今 井 　 　 達
安 海 　 将 広
佐 藤 　 　 成
平 本 　 勝 哉
岡 田 　 勇 次
狩 野 　 和 見
町 田 　 正 照
三 代 川 　 雄 二
重 信 　 千 春
柿 沼 　 保 則
一 柳 　 憲 正
木 村 　 良 成
山 本 　 陽 茂
奥 村 　 綱 大
田 村 　 芳 雄
道 上 　 　 隆
三 谷 　 克 己
平 塚 　 吉 直
小 澤 　 文 世
漆 原 　 文 一
藤 岡 　 敏 彦
笠 原 　 　 功
中 田 　 　 昇
油 井 　 隆 昭
和 田 　 正 仁
宮 下 　 　 裕
荒 木 　 秀 幸
金 柱 　 誠 司
正 田 　 　 塁
峯 﨑 　 孝 祐
上 中 　 義 男
原 田 　 伸 一
海 老 沼 　 崇
木 村 　 行 伸
茂 上 　 　 豊
黒 田 　 重 春
原 田 　 依 子
加 藤 　 　 純
鈴 木 　 友 子
宝 妻 　 　 博
近 藤 　 　 誠
理 容 ひ か る

小町 國市 Brothers
山内 直元 Brothers
B S 江 戸 川 1
B S 府 中 1
B S 小 金 井 1
B S 小 金 井 4
B S 三 鷹 3
B S 練 馬 3
B S 練 馬 1 5
B S 足 立 4
B S 足 立 5
BS世田谷6

団委員長  島崎 龍夫
B S 文 京 6
B S 東 村 山 6
B S 葛 飾 9
B S 調 布 9
BS国分寺2育成会
BS調布6育成会
華厳院  矢田 融海
湯 島 天 満 宮
新宿運輸商事㈱
渋 谷 商 工 ㈲
Ȁ新潟】
西 澤 　 哲 司
藤 塚 　 大 造
清 水 　 　 修
長 谷 川 　 圭 介
山 田 　 　 徹
㈱ 下 越 歯 研
㈱ 七 里 商 店
Ȁ石川】
浜 本 　 茂 樹
村 山 　 和 光
山 本 　 敏 成
内 田 　 　 宏
Ȁ福井】
陶 山 　 治 男
籠 　 　 義 則
西 　 　 法 男
清 水 　 正 喜
細 川 　 式 部
清 水 　 恵 治
Ȁ長野】
丸 山 　 正 一
金 子 　 元 昭
丸 山 　 輝 子
村 田 　 富 士 雄
小 口 　 賢 一
武 田 　 清 孝
三 枝 　 昭 文
B S 富 士 見 1
Ȁ岐阜】
安 田 　 　 勝
上 田 　 明 範
大 野 　 雅 晟
安 藤 　 和 雄
塩 屋 　 節 次
水 谷 　 憲 昭
古 家 　 　 章
中 畑 　 晃 一
古 家 　 恭 子
渡 辺 　 義 昌

谷 山 　 鉄 信
廣 瀬 　 重 幸
武 井 　 拓 運
本 多 　 健 司
名鉄観光サービス㈱

岐阜支店
伊藤配管工業㈱
Ȁ静岡】
山 城 　 厚 生
松 本 　 俊 信
杉 山 　 盛 雄
吉 川 　 雄 二
鈴 木 　 隆 春
小 城 　 茂 子
太 田 　 浩 三 郎
大 山 　 正 晃
北 村 　 　 誠
大 澤 　 　 晶
丸 山 　 浩 孝
遠 藤 　 哲 史
上 條 　 　 猛
勝 俣 　 　 昇
久 原 　 宗 仁
山 本 　 真 一
B S 富 士 6
B S 清 水 地 区
BS静岡10育成会
Ȁ愛知】
伊 藤 　 利 生
坂 井 　 忠 夫
鈴 木 　 　 睦
肥 田 　 荘 治
熊 沢 　 　 岌
平 手 　 和 一
森 　 明
海 川 　 俊 治
林 　 　 悦 子
溜 島 　 光 則
奥 谷 　 雅 憲
林 　 　 康 兵
奥 村 　 昌 寿
早 川 　 権 慈
内 藤 　 吉 文
串 崎 　 武 志
加 賀 　 敏 之
森 　 　 彰 康
西 尾 　 浩 司
志 水 　 　 幹
藤 江 　 克 美
西 村 　 明 彦
中 村 　 友 一
椎 葉 　 浩 志
高 橋 　 謙 治
水 野 　 義 久
岡 田 　 耕 一
山 﨑 　 義 和
横 井 　 修 嗣
瀧 本 　 泰 博
三 枝 　 　 勝
岩 月 　 幸 雄
小 川 　 俊 之
三 浦 　 浩 嗣
B S 安 城 1

B S 武 豊 2
B S 江 南 3
B S 豊 橋 4
B S 豊 橋 9
B S 犬 山 7
B S 半 田 1 1
B S 名 古 屋 1 1
B S 名 古 屋 3 1
BS名古屋127
BS西尾2リーダー会
BS一宮10育成会
BS名古屋64育成会
BS名古屋101育成会
佛 立 寺
岡 谷 不 動 産 ㈱
㈱ティーズプラス

ロッジトニーマックス
㈱ カ ミ ヤ マ
㈱ ク ロ ス 技 研
㈱ ア ヤ ボ
Ȁ三重】
森 　 淳 之 祐
前 田 　 隆 司
服 部 　 昌 弘
原 口 　 耕 一
高 橋 　 　 誠
田 中 　 　 勤
山 口 　 成 治
田 中 　 伸 二
宇 佐 美 　 麻 里
薮 田 　 　 茂
辻 　 崇
牧 野 　 修 三
鈴 鹿 機 修
㈱ 富 士 製 作 所
㈲ 田 口 製 作 所
Ȁ滋賀】
峙 　 　 信 治
小 菅 　 邦 彦
木 村 　 　 誠
船 田 　 　 勉
Ȁ京都】
高 垣 　 慶 嗣
中 井 　 敬 二
山 下 　 　 琢
林 　 　 俊 次
樋 口 　 秀 明
桑 原 　 仙 溪
岡 本 　 幸 三
京都85育成会

橘 重十九
Ȁ兵庫】
佐 藤 　 征 一 郎
杉 本 　 光 俊
松 栄 　 　 徹
中 島 　 佳 一
森 地 　 一 夫
豊 原 　 正 尚
中 田 　 淳 子
荒 川 　 清 治
瀧 川 　 博 司
新 戸 　 建 男
後 藤 　 良 二

河 原 　 　 淳
瀨 山 　 　 宏
東 松 　 健 二
菅 長 　 　 薫
能 登 　 祐 一 郎
勝 見 　 順 三
下 門 　 篤 弘
田 頭 　 英 一
栄 国 　 　 守
朝 倉 　 美 穂
高 橋 　 弘 之
中 田 　 和 葉
丸 尾 　 洋 一
永 井 　 裕 介
岡 田 　 　 裕
宮 本 　 潤 子
青 木 　 教 至
菊 妻 　 隆 和
澤 崎 　 勇 嗣
梶 木 　 盛 也
清 川 　 ひ と み
伊 藤 　 　 茂
橋 爪 　 松 美
清 水 　 　 猛
岩 田 　 宏 之
佐 茂 　 正 之
Ȁ奈良】
辰 己 　 駿 一
境 　 寛
宮 脇 　 誠 一
岡 本 　 勝 己
唐 橋 　 　 聡
森 田 　 良 輔
森 川 　 義 憲
池 島 　 　 勉
B S 葛 城 1
Ȁ和歌山】
北 畑 　 耕 作
仙 石 　 康 盛
加 藤 　 隆 也
宮 本 　 晴 生
楠 本 　 章 郎
塚 本 　 恵 照
下 坂 　 訓 義
小 畑 　 　 淳
野 村 　 義 夫
阪 井 　 信 也
伊 藤 　 真 輝
寺 田 　 伸 也
西 田 　 昌 弘
下 坂 カ メ ラ
三木理研工業㈱
センゴクベンダー㈱
Ȁ大阪】
甲 斐 　 紀 成
佐 藤 　 嘉 昭
岩 田 　 幸 一
高 見 　 篤 志 郎
川 口 　 明 宏
膳 師 　 　 功
今 田 　 忠 行
中 野 　 　 正
則 次 　 亮 介

瀬 山 　 哲 隆
北 之 坊 　 皓 司
阿 江 　 敏 行
B S 枚 方 3
BS大阪27育成会
Ȁ鳥取】
堀 部 　 晴 彦
松 田 　 一 三
松 本 　 俊 寛
森 脇 　 　 昇
Ȁ島根】
又 賀 　 航 一
千 家 　 尊 祐
河 角 　 隆 治
㈱アイエム

コーポレーション
Ȁ岡山】
三 宅 　 照 正
杉 本 　 興 一
中 川 　 大 輔
西 山 　 勝 正
廣 田 　 　 裕
見 村 　 三 吉
BS津山1団委員会
Ȁ広島】
安 部 　 孝 次 郎
竹 内 　 　 章
角 山 　 　 肇
沖 　 　 純 次
吉 川 　 泰 正
桑 原 　 幸 夫
山 下 　 満 芳
山 口 　 昌 一
藤 間 　 幹 夫
横 田 　 光 則
BS広島県連盟
BS広島県連盟

スカウトクラブ
Ȁ山口】
池 田 　 信 幸
徳 久 　 　 誠
Ȁ徳島】
中 野 　 良 裕
Ȁ香川】
吉 田 　 往 嗣
湖 崎 　 武 敬
菅 原 　 良 弘
黒 島 　 　 啓
香 川 　 芳 文
今 岡 　 扶 彰
大 西 　 栄 生
岩 井 　 敏 恭
Ȁ愛媛】
宮 内 　 正 民
友 近 　 　 規
Ȁ高知】
矢 吹 　 了 一
Ȁ福岡】
藤 　 　 玄 洋
熊 本 　 幸 雄
井 手 　 直 秀
阿 津 坂 　 秀 人
井 手 　 明 子

末 松 　 龍 一
塩 川 　 浩 史
坂 本 　 宣 由
小 沢 　 大 蔵
竹 下 　 も り と
B S 福 岡 3 3
B S 北 九 州 4 5
㈲ タ カ オ
Ȁ佐賀】
原 口 　 　 誠
石 井 　 二 三 夫
Ȁ長崎】
小 鳥 居 　 衷
Ȁ熊本】
吉 田 　 日 出 輝
Ȁ大分】
戸 髙 　 有 基
佐 藤 　 公 一
Ȁ宮崎】
豐 秀 　 昌 彦
河 野 　 一 平
橋 田 　 和 実
小 倉 　 和 彦
黒 木 　 省 子
㈲ 平 下 産 業
Ȁ鹿児島】
内 藤 　 宗 保
藤 岡 　 義 道
川 畑 　 善 照
田 中 　 俊 實
伊 東 　 清 寛
㈱ ミ ズ ホ 商 会
Ȁ沖縄】
名 幸 　 俊 海
古 屋 　 政 美
Ȁ日本】
平 林 　 康 至
平 岡 　 昌 高
菊 池 　 節 夫
松 本 　 　 仁
土 屋 　 勝 俊
奥 島 　 孝 康
河 合 　 孝 俊
行 武 　 孝 人
松 田 　 美 歌
福 原 　 有 一
大 薮 　 智 士
茂 木 　 達 郎
柳 　 　 英 治
額 谷 　 征 幸
戸 髙 　 有 基
廣 瀬 　 佳 栄
本 郷 　 順 子
栗 田 　 哲 郎
西 尾 　 亜 希 子
BS広島県連盟
神 明 幼 稚 園
Chubb損害保険㈱
㈱ J T B
米沢電気グループ

スカウト運動を財政面からご支援いた
だいている個人・法人会員の方々です。維持会員（敬称略）

2022年11〜12月度ご支援ありがとうございます

Ȁ宮城】
松 岡 　 大 介
日 下 　 　 清
中 橋 　 　 邦
Ȁ埼玉】
岡 田 　 良 一
脇 田 　 大 輔
時 計 　 一 利
中 村 　 考 一
水 書 　 祐 美 子

本 間 　 日 出 夫
Ȁ千葉】
新 井 　 康 弘
鈴 木 　 町 枝
Ȁ神奈川】
齊 藤 　 　 彰
Ȁ山梨】
藤 森 　 靜 男
Ȁ東京】
小 林 　 　 司

比 地 原 　 草 平
深 見 　 泰 子
草 野 　 惠 二
Ȁ新潟】
渡 辺 　 明 紀
Ȁ富山】
畠 山 　 　 遵
Ȁ愛知】
柴 山 　 　 力
河 村 　 武 人

Ȁ滋賀】
堀 池 　 雄 司
Ȁ京都】
谷 口 　 平 八 郎
Ȁ奈良】
村 田 　 禎 章
西 村 　 泰 紀
八 頭 司 　 昭 久
Ȁ和歌山】
荻 野 　 昭 裕

Ȁ大阪】
中 井 　 　 宏
Ȁ山口】
岡 寺 　 信 政
Ȁ福岡】
武 井 　 靖 行
荒 木 　 秀 樹
Ȁ佐賀】
馬 場 　 久 和

Ȁ大分】
戸 高 　 有 基
Ȁ日本】
和 田 　 勝 久
大 浦 　 秀 樹
磯 山 　 友 幸
宇 都 　 宇 宙
弓 場 　 康 平
圓 入 　 智 仁

マンスリーサポート維持会員

11 〜 12 月に入 会または 1 年 継
続された方々です。
毎月 1,000 円から、クレジットカ
ードでの自動引き落としによる維
持会費のお支払いが可能です。

https://www.scout.or.jp/support/
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維持会員



この号持参でキャンプファイアを
サービス !!
相模湖に近く、陣馬山、生藤山の麓に位置する
緑に囲まれたキャンプ場です。
カブパック ※2泊以上  小人 ¥6,500（1泊3食・税込）・寝
具お持ち込みの場合 ¥6,000（税込）／大人 ¥7,000（1
泊3食・税込）・寝具お持ち込みの場合 ¥6,500（税込）。
＊バンガロー・寝具（シーツ付）・入浴・食事付
＊3食の中で一部自炊やカブ弁当も料金内で可能です。

都心から70分の
リフレッシュゾーン 

中央自動車道 相模湖IC

藤野駅

至 甲府 至 東京

桐花園
キャンプ場

■収容人数／バンガロー・キ
ャビン200人［35棟］、民宿・合
宿所80人、テント［10張］ ■営
業期間／通年 ■アクセス／
中央自動車道相模湖ICより4
㎞、JR中央線藤野駅より送迎
あり

http://www.tokaen.jp

神奈川県相模原市緑区佐野川1822

T 0426-87-2239
F 0426-87-3159
M info@tokaen.jp

プール屋内外2面

桐花園

公益財団法人ボーイスカウト日本連盟　『スカウティング』2023年3月号 No.754  令和5年3月1日発行（奇数月1日発行）
発行 公益財団法人ボーイスカウト日本連盟　〒167-0022 東京都杉並区下井草4-4-3

『スカウティング』は、全国のボーイスカウト指導者（隊指導者、団委員、スカウトクラブ構成員、地区・県連盟・日本連盟役員）に1冊お送りしています。加盟登録住所に
お送りしますので、住所の誤り、変更がある場合は団での登録住所変更の手続きをお願いします。登録システムに伴い、①4月〜 8月に新規、追加登録申請が承認された
場合：5月号から当該月号を同封にて送付（例：8月承認の場合は9月号に5月号、7月号を同封）　②9月〜翌年3月に登録申請が承認された場合：11月号から当該月号
を同封にて送付。9月以降の「追加登録」で、5月号〜 9月号をご希望の場合は、日本連盟事務局『スカウティング』担当にご相談ください。バックナンバーの在庫があ
る場合はお送りいたします。発行月の前月10日以降は、送付作業工程に間に合わないため、当該月号は次号に同封されます。なお本誌の購読料は、登録料に含まれてい
ます。上記以外の方も別途購読いただくことが可能です。詳しくは日本連盟 Web サイト https://www.scout.or.jp から、スカウティング誌のページをご覧ください。

Ⓒ公益財団法人ボーイスカウト日本連盟　2023 ／写真、イラスト、記事のコピー・複製・転載を希望される場合は、日本連盟事務局広報担当（代表 TEL： 03-6913-
6262）までご連絡ください。

なんでも投稿先

公益財団法人ボーイスカウト日本連盟事務局 『スカウティング』担当
〒167-0022 東京都杉並区下井草4-4-3   電話 03-6913-6262（代表）  Ｅメール scouting@scout.or.jp

https://www.scout.or.jp日本連盟ホームページ

投稿規定／本誌では読者の皆さまからの投稿を常時受け付けています。投稿が掲載された方には、掲載誌と記念品をお送りしています。投稿
は、文字数 400 字で写真 3 枚を目安にしてください。新聞掲載記事は、新聞名、掲載日を明記してください。なお、お送りいただいた写真や
新聞記事は原則として返却しませんのでご了承ください。お送りいただいた投稿は、抜粋しての使用や一部を編集させていただく場合があり、
また掲載できない場合もあります。あらかじめご了承ください。たくさんの投稿をお待ちしております。

次号予告 次号の『スカウティング 』は、令和 5 年 5月1日発行2023
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2023年度は新しい中長期計画の初年度にあたります。10年先を見据えて始まる
新年度の事業計画を含め、団運営・隊活動を支える最新情報をお届けします。

スカウティング、新時代—

五色沼へ徒歩7分 リゾートインみちのく60名収容
各種イベントご相談ください
・標高800mの裏磐梯は山と湖の国
・多彩なプログラム作成が魅力
・80帖の多目的ホール完備（雨対策）
・みちのくマイクロバス（29人乗）所有
・コース間の送迎もスムーズに !!
・キャンプファイヤー場有り
・磐梯山一望の露天風呂（檜・岩）有り
・野営・舎営の合同キャンプも可能
・ぜひ、下見にお越しください

http://www.r-michinoku.com

福島県耶麻郡裏磐梯五色沼入口1074-511

115

459
みちのく
野営場

猪苗代駅JR磐越西線

猪苗代磐梯高原IC

五色沼

秋元湖
磐梯吾妻レークライン■収容人数／野営場6,000坪 ■

営業期間／通年 ■アクセス／磐
越自動車道猪苗代・磐梯高原IC
よりクルマで20分。 JR猪苗代駅
より東都バスで五色沼入口下車、
徒歩7分

T 0241-32-2109
F 0241-32-3000
M rim@agate.plala.

or.jp

6,000坪の野営場は自然豊かな高原リゾート リゾートインみちのく60名収容

磐梯山一望

磐梯山一望
6,000坪 みちのくキャンプ場

機関誌『スカウティング』のデ
ジタル版（PDF）を、読者の皆
さんを対象に配信しています。
デジタル版は、文字もそのま
まコピーできますので、さまざ
まな資料に、より簡単に引用で
きるほか、タブレット端末など
に入れ、いつでも読むことがで
きます。ぜひご活用ください。

デジタル配信しています !

URL: https://www.scout.or.jp/
scoutingmagazine/issue/

アイコン説明

営火ができる川遊びが
できる

男女別の
トイレがある

その他

携帯電話が
使える

食事施設が
ある

舎営ができる 駐車場あり

キャンプ場
ガイド
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